
 改善箇所説明図（型式ＨＶ６０００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    注：       は交換部品を示す。 

 

 

 

 

 

 

改善措置の内容： 全車両、燃料タンク及び燃料タンクの支持部品を対策品と交換する。  

 

識別： 燃料タンクの後面の右下に白ペイントを塗布し識別する。  

 

                                                                           

【仕切り板 断続溶接】

燃料タンクの強度が不足しているため、また、支持方法が不適切なため、車体の振動により、底板部に亀裂

が発生することがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、最悪の場合、亀裂部から燃料が漏れ

るおそれがある。 

基準不適合発生箇所

A-Ａ
A

A

バンド

燃料タンク

車体後方より見る

 

ラバー 


